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主　　な　　内　　容

■対象者
重度身体障がい者の方（身体障害者手帳
１種１級・１種２級をお持ちの方）
■給付券の数
　１人６枚（１枚500円）
■申請方法
印鑑と障害者手帳を持参のうえ、川俣町
社協に用意されている用紙で申請
■受付期間
　平成27年７月１日㈬～12月24日㈭まで
■利用できる期間
　平成28年３月31日㈭まで

　

日
ご
と
に
暑
さ
が
増

し
て
き
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
如
何
お
過
ご

し
で
す
か
。

　

川
俣
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
私
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
地
域
を
「
幸
せ
な
地
域
、
住

み
よ
い
地
域
」
と
す
る
た
め
各
種
地
域
福
祉

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
事
業
実
施

に
際
し
ま
し
て
、
町
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
よ
り
策
定
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
「
川
俣
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
が

本
年
四
月
よ
り
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
も
あ
る
「
誰
も
が
笑
顔
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
ま
ち　

か
わ
ま
た
」
を
目
指
し
て
、
今

後
も
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
川
俣
町
民
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

は
、
原
発
事
故
後
の
避
難
生
活
の
課
題
な
ど

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
今
後
い
っ
そ
う

職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
関
係
団
体
の
方
々

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

重度障がい者の方へ
タクシー利用券を給付します

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

川
俣
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

川
俣
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
会
長　　

片　

寄　

隆　

臣

片　

寄　

隆　

臣

■対象者
　18才未満の子どものいるひとり親家庭及び父母
のいない児童家庭で、川俣町ひとり親家庭医療費助成
事業に該当する方、及び生活保護世帯の方
■給付券の額　親子の人数に応じて（１人1,000円）
■申込方法
平成27年度交付のひとり親家庭医療費の受給資格証
又は、26年度の所得がわかる書類、印鑑を持参のうえ、
川俣町社協に用意されている用紙で申請
■受付期間　平成27年９月１日㈫～11月30日㈪まで
■利用できる期間

平成27年10月１日㈭～12月31日㈭まで

ひとり親家庭の方へ
食事券を給付します



１　

地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り

２　

誰
も
が
つ
な
が
り
合
う
仕
組
み
づ
く
り

３　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

４　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
連
携
の
体
制
づ
く
り

５　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
機
能
強
化

⑴　

福
祉
意
識
の
醸
成

・
親
子
ふ
れ
あ
い
福
祉
映
画
会

・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催
（
ジ
ュ
ニ
ア
、
傾
聴
、

　

災
害　

等
）

・
学
校
へ
の
講
師
派
遣

・
障
が
い
者
理
解
の
啓
発

⑵　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
強
化

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
協
力
・
支
援

⑴　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

・
友
愛
訪
問
活
動
助
成
金
交
付
事
業

・
民
生
委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
日
赤
奉
仕

団
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
会
、
遺
族
会
、
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
へ
の
助
成
金
の
交
付

・
民
生
委
員
協
議
会
の
運
営

・
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
と
防
止

⑵　

交
流
の
場
や
機
会
の
充
実

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
健
康
料
理
教
室

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
普
及
・
支
援

・
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
の
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

⑶　

防
災
体
制
の
充
実

・
防
災
組
織
と
の
関
係
づ
く
り
の
強
化

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

・
避
難
所
体
制
の
整
備

⑴　

生
活
環
境
の
整
備

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
給
付

・
町
内
遊
び
場
遊
具
の
点
検
・
整
備

⑵　

健
康
づ
く
り
の
推
進

・
ふ
れ
あ
い
健
康
保
持
事
業

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
支
援

⑶　

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興

・
避
難
者
の
見
守
り
や
生
活
相
談
の
実
施

・
仮
設
住
宅
で
の
サ
ロ
ン
開
催

・
山
木
屋
地
区
住
民
の
交
流
会
開
催

・
町
外
か
ら
の
避
難
者
に
対
す
る
支
援

⑷　

社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援

・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運
営

・
自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
福
祉
バ
ス
の
運
行

⑸　

生
活
困
窮
者
の
支
援
体
制
の
充
実

・
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
高
額
療
養
費
・
出
産
資
金
貸
付
事
業

・
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
に
関
す
る
対
応

⑴　

相
談
体
制
の
充
実

・
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

・
弁
護
士
相
談
会

・
高
齢
者
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
事
業
（
ふ
れ
あ
い
相
談

　

員
の
配
置
）

⑵　

情
報
提
供
の
充
実

・
社
協
だ
よ
り
等
の
発
行

・
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

⑶　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
介
護
者
激
励
金
の
交
付

・
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
助
成
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
助
成
事
業

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
食
事
券
給
付

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
入
学
祝
金
支
給

・
障
が
い
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
設
置
・
運
営

・
災
害
見
舞
金
の
支
給

・
す
み
よ
し
保
育
園
の
受
託
運
営

⑷　

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
福
祉
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
（
町
民
と
の
座
談
会
の

　

開
催
）

⑴　

組
織
の
強
化

・
組
織
体
制
の
強
化

・
職
員
の
資
質
の
向
上

⑵　

財
政
の
強
化

・
社
協
会
員
加
入
の
促
進

・
共
同
募
金
活
動
の
実
施

②

１　

地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り

３　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

４　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
連
携
の
体
制
づ
く
り

５　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
機
能
強
化

２　

誰
も
が
つ
な
が
り
合
う
仕
組
み
づ
く
り

基
本
施
策
（
重
点
事
業
）

基
本
目
標

平
成
　
年
度

事
業
計
画

27

平
成
　
年
度

事
業
計
画

27



社
会
福
祉
協
議
会
に

　

新
し
い
職
員
が
増
え
ま
し
た

③

会費収入　4,550千円
寄附金収入　1,500千円

受託金収入等
191,259千円

事業収入等
4,073千円

介護保険事業収入
12,583千円

障がい福祉サービス等
事業収入
2,718千円

その他の収入等　682千円
基金積立取崩収入　1,452千円

人件費支出
162,938千円

事業費支出
18,625千円

事務費支出
23,591千円

貸付事業支出
3,500千円

助成金支出　643千円
負担金支出等　306千円

基金積立資産支出等
1,751千円
その他の活動による支出等
7,411千円
予備費支出 52千円収 入

218,817千円

支 出
218,817千円

平成27年度予算

　

こ
の
度
、
社
会
福
祉
法
人
川

俣
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事

会
並
び
に
評
議
員
に
お
き
ま
し

て
同
意
を
い
た
だ
き
、
六
月
一

日
付
け
で
事
務
局
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
中

核
団
体
と
し
て
、「
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
誰
で
も
が
笑
顔
で
元
気
に

暮
ら
せ
る
ま
ち　

か
わ
ま
た
」

を
め
ざ
し
、
事
務
局
職
員
一
同
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、

前
田
中
文
博
局
長
同
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

杉
妻
は
四
月
、
菅
野
は
六
月

か
ら
、
生
活
支
援
相
談
員
と
し

て
避
難
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の

見
守
り
や
支
援
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
駆
け

出
し
の
二
人
で
す
が
、
見
か
け

た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ね
！
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐 藤 光 正

杉 妻 甲 一菅 野 勝 久

事
務
局
長

生
活
支
援
相
談
員



○生活援助資金貸付事業　　　　　　　　　　　　　　１０件（４３５，０００円）
○生活福祉資金貸付事業　　　　　　　　　　　　　　　１件（１００，０００円）
○心配ごと相談所の開設　　　　　　２０件　弁護士相談３件

○生きがいデイサービス利用者　　　　　　　　　　　２３名
○自立支援ホームヘルパー派遣利用者　　　　　　　　２２名
○ひとり暮らし高齢者のつどい参加者　　　　　　　　６２名
○ひとり暮らし高齢者の健康料理教室参加者　　　　　１７名
○ふれあい健康保持事業利用者　 ５８３名（５８３,０００円）
○在宅寝たきり高齢者の介護者リフレッシュ事業　　　　６名
○介護者激励金の支給件数　　　 １９２件（９６０,０００円）
○高齢者支援システムづくり事業（ふれあい相談員の配置）　５８名
○老人福祉センター利用者　　　　　　　　　 延８，４７５名
○福祉バス利用者　　　　　　　　　　　　　 延１，７１７名（７４回運行）
○ふれあいいきいきサロン助成　 ３０２件（３０２，０００円）
○サロン交流会参加者　　　　　　　　　　　　　　　３０名
○高齢者配食サービス利用登録者数　　　　　　　　　１４名
○日常生活自立支援事業（あんしんサポート）利用者　　２名
○ヘルパー利用金助成件数　　　　　　　　　　　　延１５件

○ひとり親家庭への食事券給付件数　　　　　　　　　３６件
○ひとり親家庭への入学祝金支給件数　　　　　　　　　９件
○親子ふれあい映画会来場者　　　　　　　　　　　１１６名
○町内遊び場の点検・整備　　　　　　　　　　　　　２ヵ所

○障がい者ホームヘルパー派遣利用者　　　　　　　　１０名
○重度身体障がい者へのタクシー券支給　　　　　　　３４件

○居宅介護支援事業所の設置・運営
　ケアプラン作成件数　　　　　　　　　　　　　延９５４件
　要介護認定調査件数　　　　　　　　　　　　　延１０８件

○ボランティアセンター登録者数　　　　　　　 １，８７１名（団体２０　個人１８）
○ボランティア交流会参加者　　　　　　　　　　　　２０名
○各種ボランティア講座の開催
　ジュニアボランティア講座受講者　　　　　　　　延４４名（全４回）
　災害ボランティア講座受講者　　　　　　　　　　　２２名
　ボランティア入門講座受講者　　　　　　　　　　　　８名
　傾聴ボランティア講座受講者　　　　　　　　　　延７７名（全３回）
○公開セミナーの開催（福島県社会福祉協議会との共催）

④

平成26年度 事業報告平成26年度 事業報告
生活援護事業の推進

高齢者福祉対策の充実

児童および青少年福祉対策の推進

障がい者福祉対策

介護保険利用者への支援

ボランティア活動の推進

サロン交流会

災害ボランティア講座

ひとりぐらしのつどい



皆様からご協力いただいた会費は、前記の地域福祉事業の実施に役立てられました。
内訳は、下記のとおりとなっております。

　社会福祉協議会では、町民のみなさまに一世帯あたり800円（山木屋地区除く）
の一般会員会費の納入をお願いしています。７月に、社会福祉協議会から委嘱を
受けた社会福祉推進員（行政区長さんなど）が納入のお願いに伺っています。
　また、会社・事業所などを対象に、特別会員会費（１口5,000円）の納入にも
ご協力いただいております。

⑤

○「社協だより」の発行　　　　　　　　　　　　　　　３回

○赤い羽根共同募金　　　　　　　　　　２，２５７，０６１円
○歳末たすけあい募金　　　　　　　　　１，００８，１２７円
○歳末たすけあい運動
　慰問金配分事業　　　　　　　　　　　　　　　　６０３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１，２０６，０００円）
○仮設・借上げ交流会の実施　　　　　　　　　　　　　１回
○避難世帯訪問事業　　　　　　　　　　　　　３５０世帯分

○寄附件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９件（１，２３２，７２５円）

○訪問世帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５５世帯
○仮設住宅でのサロン開催　　　　　　　　　　　　　１９回
○町外からの避難者に対する支援

○年間保育児童延人数　　　　　　　　　　　 延１，６５７人

○関係団体へのヒアリング開催　　　　　　　　　　　　３回
○地域福祉活動計画策定委員会の開催　　　　　　　　　２回

〔内訳〕

一般会員会費　3,312,800円（山木屋地区を除く）
特別会員会費　1,208,000円（山木屋地区を除く）

会費総額　4,520,800円

26年度社協会費の納入にご協力いただき
ありがとうございました

すみよし保育園の受託運営

広報活動の充実

各種募金活動と歳末たすけあい配分事業等の実施

福祉基金の造成と充実運用

生活支援相談員の配置

すみよし保育園の受託運営

地域福祉活動計画の策定

赤い羽根共同募金

　27年度も、社協会費の納入にご理解、ご協力をいただきますよう
お願い申し上げます。



⑥

支 出
198,504,360円

収 入
210,108,983円

会費収入　4,520,800円
寄附金収入　1,232,725円

受託金収入等
174,773,769円

事業収入等
1,106,200円

介護保険事業収入
12,325,464円

障害福祉サービス等
事業収入
2,951,330円

固定資産売却収入　10,000円
積立資産取崩収入　1,711,621円
その他の収入等　1,238,218円
前期末支払資金残高　10,238,856円

人件費支出
149,733,535円

事業費支出
16,189,476円
事務費支出
21,151,349円

貸付事業支出
435,000円

助成金支出
669,200円

負担金支出等
457,900円

固定資産取得支出
110,000円

長期運営資金
借入金元金償還支出
1,000,000円
基金積立資産支出
1,616,699円
積立資産支出等
7,141,201円

平成26年度決算

貸 借 対 照 表

基　本　金　　　　　　　　　　１, １００, ０００
基　　　金　　　　　　　　　４４, ４２３, ７２７
国庫補助金等特別積立金　　　７８, ６４２, ７５７
次期繰越活動収支差額　　　　　２, ４３２, ８６２

流 動 負 債　　　　　　　　　３３, ２６５, ６３０
固 定 負 債　　　　　　　　　３６, ２６５, ４３６

流 動 資 産　　　　　　　　　３５, ４５７, ２５３
固 定 資 産　　　　　　　　１６０, ６７３, １５９

負債・純資産の部資　産　の　部

負債合計　　　６９, ５３１, ０６６資産合計　　１９６, １３０, ４１２

純資産合計　　１２６, ５９９, ３４６

負債・純資産合計　　１９６, １３０, ４１２

単位：円

収　　入：210,108,983円
支　　出：198,504,360円
差引残高： 11,604,623円



お知らせ

⑦

傾聴ボランティア
グループ　　　　
きこう会

　社会福祉協議会では、町内の小学５年生～中学３年生を対象に「ジュニアボラン
ティア講座」を開催いたします。日程・内容は下記の通りとなっております。
　詳しくは社会福祉協議会へお問い合わせください。

日程：7月～11月　毎月１回　内容：幼児との交流、中央公園の清掃、赤い羽根街頭募金など

　地域包括支援
センターの出前
講座の様子。認
知症についての
お話や簡単な
ゲームで楽しく
過ごしました。

　ゲームや体操
で体を動かした
後のお茶会の様
子。作っている
野菜の話や旅行
の話など、楽し
い話題が尽きま
せん。

　社協職員がお邪魔して、皆さんとレクリエー
ションを楽しみました。

松ノ口笑福サロン
（小綱木）

大綱木ふれあいサロン
（大綱木）

　運動推進員さんから健康体操を教わりました。
みんなでやると、いっそう楽しいですね。

フレッシュおたのしみ
会（福田）萩平シルバー会（

飯坂）
～来てみっせ！ふれあいいきいきサロン～～来てみっせ！ふれあいいきいきサロン～～来てみっせ！ふれあいいきいきサロン～

　平成26年度傾聴ボランティア講座を受講した方々で、新たに「傾聴ボラン
ティアグループ　きこう会」が立ち上がりました。毎月２回、川俣ホームで利用
者の方への傾聴活動を行っています。これがはじめてのボランティア活動という
方も多く、メンバー同士で相談、協力し合いながら活動しています。
　利用者さんとの交流はもちろんのこと、一緒に活動するメンバー同士での交流
も楽しみながら、これからの活動を充実したものにしていきたいとのことでした。
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●利用できる方
　60歳以上のひとり暮らし（日中ひ
とり暮らしの方も含む）、または高齢
者だけの世帯の方

●場　　所
　川俣町老人福祉センター「いきいき荘」

●利用できる日
　㈫、㈬、㈭のいずれかの曜日
　ひとり週１～２回

●時　　間
　午前10時～午後３時

●料　　金
　ひとり１回800円（利用料、昼食代等）

●主な内容
　健康チェック、ハイキング等の外出、
　趣味の活動（書道、カラオケなど）など

●送　　迎
　指定のあった自宅近くの場所まで送迎

●問い合わせ
　川俣町役場（保健福祉課）

☎５６５－２１１１
　川俣町社会福祉協議会

☎５６５－３７６１

日　　　程：平成27年８月８日㈯
開 演 時 間：午前10時～

（開場９時30分）
場　　　所：中央公民館大ホール
入　場　料：無料
　　　　　　※チラシについている整
　　　　　　　理券をお持ちください。

問い合わせ：川俣町社会福祉協議会　☎565－3761
主　　　催：川俣町社会福祉協議会
後　　　援：川俣町教育委員会、川俣町青少年育成協議会

　３月12日、ジャパンゴルフツアー選手会から軽乗用車
が贈呈されました。贈呈式では、県内10か所の社会福祉
協議会を代表して、片寄会長が池田勇太選手会会長に謝辞
を述べました。
　また、５月25日には、生活支援相談員が使用する車両
として福島県社会福祉協議会から普通車が配置されました。
　新車両をいただき、私たち職員も気持ちを新たに、益々
地域福祉事業の推進に励んで参りたいと思います。

車両が新しくなりました


